
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
点 鐘 ： 平良 友美   

司 会 ： 具志頭朝一  

幹事報告 ： 知花なおみ   

斉 唱 ： 『君が代』『四つのテスト』『奉仕の理想』  

ソングリーダー ： 松尾 晋哉 

職業奉仕 12 章 ： 川畑 順義 

ビジター紹介 ： 佐久田綾子 

ニコニコＢＯＸ ： 比嘉 弘二 

ラーニング ： 山 里  将 

＜委員会報告＞ 

 青少年奉仕委員会 委員長  松田 賢基  

 会員増強委員会   委員長  松尾 晋哉 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【出席報告】 （会員数 28 名） 

出席者数 ビジター ゲスト 合 計 

14 6 1 21 

当日出席率（2/14） 50.00％（14/28） 

訂正出席率（1/24） 69.23％（18/26） 

出席規定での免除会員数 2名（1月現在） 
 

 
 
【 ビジター 】 

近藤 直弘 会長 ・ 小林 千晃 幹事 

松岡 邦佳 君 ・ 石田 亨 君 ・佐藤 優希 君 

（Ｄ2790・木更津東） 

三 宅  晃 君              （東京向島） 
 
【 ゲスト 】 

 井上凛太朗 様         琉球コラソン（石田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリーのマジック 

ＲＩ会長 ステファニー・アーチック 

 

  

 

第 2627 回 例会報告 

- 2025年 2月 14 日 – 

 

第 2628 回 例会 
 

本日（2/21）のプログラム 

「職業奉仕」 

職業奉仕委員会 川畑 順義 委員長 

      

2月 21日 第 2628回 例会 

21 February 2025 No.2555  
 

 

国際ロータリー第 2580 地区 浦添ロータリークラブ        例会日：毎週金曜日 12:30～13:30 
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【Make Up】 

2/19 喜納 朝勝               （那覇西） 

2/20 山 里  将               （コ  ザ） 
 

【ニコニコＢＯＸ】 

三 宅  晃 君（東京向島） 

 ・ 新入会 石田君、琉球コラソン共々宜しくお願い

致します！ 

平良 友美 

 ・ 本日は木更津東ＲＣの皆様、東京向島ＲＣの三

宅様、浦添ＲＣの例会にようこそお越し下さいま

した。 

 ・ 新入会員の石田孝一さんの入会式を執り行う事

を大変嬉しく思います。 

   皆さんでHappy Fridayのひと時を過ごしましょう！ 

知花なおみ 

 ・ 石田さん入会おめでとうございます。三宅さん、

ありがとうございました。 

 ・ 木更津東ＲＣの皆様 ようこそ浦添ＲＣへ。 

高橋 誠一 

 ・ 石田さんの入会を歓迎いたします。 

 ・ 木更津東の皆様 向島三宅様ようこそ。 

 ・ 皆出席 48年をいただきました。まだまだ記録を

のばします！ 

山 里  将 

 ・ ビジター、ゲストの皆様ようこそ！大変賑やかな

例会ですネ！ 

 ・ 石田さん入会おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

松田 賢基 

 ・ 石田さんご入会おめでとうございます。 

 ・ ビジターゲストの皆様ようこそ。 

 ・ 誕生日のお祝いありがとうございます。 

松尾 晋哉 

 ・ 石田さん 入会おめでとうございます。ロータリ

ー活動をご一緒できて嬉しいです。三宅さん、

本当にありがとうございます。 

・ 木更津東ＲＣの皆様ようこそ浦添ＲＣへ。 

  千葉の皆様をお迎えできて嬉しいです。 

 比嘉 弘二 

  ・ 2月期初定例会での入会式！「お目出度い」

です！！石田孝一さん入会おめでとうございま

す。浦添ＲＣで共に楽しく学んで行きましょう！ 

  ・ 多くのビジター、ゲストの皆様 今日は例会を楽

しんで下さい！Ｈａｐｐｙ Friday！ 

佐久田綾子 

  ・ 木更津東ＲＣの皆様、東京向島ＲＣ三宅様 

    ようこそおいで下さいました。 

  ・ 石田さん 入会おめでとうございます。 

一緒にロータリーライフを楽しみましょうね。 

   

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

職業奉仕 12章 

第 11 章） 例会で多くの人と 職業上の理解を深める事は 職業奉仕だ 

  例会にてお互いに職業上のことを話しながら、事業の向上を図る 

 

 

😊😊😊😊😊 日計 累計 

ニコニコＢＯＸ 24,000 416,500 

コインＢＯＸ 0 1,000 

合  計 24,000 417,500 

 
     寄付報告  2/14 受付 （敬称略）  

 
＜米山記念奨学会 寄付＞ 

    川畑 順義  3,000円  
 

 ご厚意に感謝申し上げます。 



 
【出席・親睦委員会】 

✾ 皆出席  1 月 100％ Attendance ✾ 

高橋 誠一（48年）・平良 友美（6年） 
 

♪♪   お誕生日 2 月   ♪♪ 

3日 松田 賢基 

 
 
【会員増強委員会】 

石田 孝一 会員 

（株）琉球コラソン ゼネラルマネージャー 

 
 

バナー交換 

木更津東ＲＣ 近藤 直弘 会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

※ 2月の予定 （平和と紛争予防/紛争解決月間） 
 
28日（金） 休会 （祝日週休・定款 7-1-ｄ（1）） 
 
◎ ＲＩレート ＄1＝154円 

 
※ 3月の予定 （水と衛生月間） 
 
7 日（金） 理事会 

        例会「クラブ連絡会」 
 
8 日（土） ＜社会奉仕・青少年奉仕活動＞ 

     「前田高地平和学習と清掃活動」 

時間 14：00～16：00 
        
14日（金） 例会 
 
21日（金） → 3/25（火）に変更   
 
25日（火） 「石垣ＲＣ・浦添ＲＣ合同例会」 

        点鐘 18：30 

        会場：アートホテル石垣島 
 
28日（金） 例会 

 

 

 
※ 地区催事  

（参加対象者には個別に案内済み） 
 
〇 ＰＥＳＴ（会長エレクト研修セミナー） 

   日時 ： 3月 5日（水） 14：30～17：30 
 
〇 地区チームラーニングセミナー 

   日時 ： 3月 19日（水） 14：30～17：30 

  
※ 沖縄分区からのご案内 
 
◎ 第 36回インターアクト沖縄分区大会 

  日時 ： 3月 15日（土） 14：00～17：00 

  場所 ： 昭和薬科大学附属高等学校 

・中学校 多目的ホール 

  
※ 沖縄分区他クラブからのご案内 
 
〇 宜野湾ロータリークラブ 

・ 2月 26日（水） 休会（定款 7-1-ｄ（1）） 
 

 
〇 名護ロータリークラブ 

・ 2月 26日（水） 休会（定款 7-1-ｄ） 
  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月度 理事会報告
（2025年 2月 14日開催） 

【審議事項】 

①  石垣ＲＣとの合同例会における浦添ＲＣ歴史紹介 パワーポイント作成       

  平良会長が作成するが、載せて欲しいものなどがあれば、会長に Lineで送る 

  50周年の時に作成した DVDがあれば、それを参考にしたい。 
 

②  会員増強での声かけ表の作成           

    推薦したい人について「会員候補者カード」を記入し、会員増強委員会に提出する。 
 
③  「前田高地・平和学習と清掃活動」 進捗について 

     〇公共イメージ委員会 報道各社宛ての発信文書の内容について承認                             

     〇浦添市長宛て参加依頼を再度出す 

     集めたゴミ、枯れ草；佐久田会員の事業所(浦添市内)でゴミとして出す 

     2月 24日 15 時に下見を行う。現地集合。雨天決行。 

     3月 8日 当日は 13：30現地駐車場集合。生徒には保険をかけるため人数を確認。 

     TV会社に具志頭公共イメージ委員長から声かけする。 
      
④ （公共イメージ委員会） ＳＮＳ規約（案）  規約について承認 

     各委員会からそれぞれ発信する 

     入会を促進するような投稿を心がけてほしい。 

     HPに入会申し込みのバナーをつくるようにする。 

     ガバナー事務所からは外向けに発信するように言われている。 

現在の HPは会員一覧から始まるので、もう少し配置を検討したい。トップページには浦添 RC 

の核となるようなものをまず配置する。例会の写真など、イメージが湧く様なものを配置する。 
      
⑤ その他     

     〇 危機管理委員会；規定を作成中。今後会員の皆さまにお知らせします。 

         禁止事項ではなく、本質を皆と共有していく。青少年や米山に関わるものが多い。 

     〇 名刺の作成について 

         今後は役員を含め、費用個人負担とすることを承認 

           ・ 20〇〇～20〇〇年度 ○○委員会委員・委員長と表記する 

           ・ 普通 3,500円（100枚） 

           ・ 写真入り 4.600円（100枚） 

以上 同日例会にて報告済み 

詳細・全文はＨＰ会員のページに掲載 

◎「Every Rotarian, Every Year, あなたも世界でよいことをするために」  

 2024-2025 年度一人当たり寄付目標（＄230）   
 

 （年次寄付）＄150+（ポリオ撲滅寄付）＄30+（恒久基金）＄30+（ロータリー平和センター）＄20 
 

皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます 
 



＜RI 次期会長 ロータリー会員の力について語る＞ 

国際ロータリーのマリオ・セザール・マルティンス・

デ・カマルゴ会長エレクトは、 2月 10日、米国フロリ

ダ州オーランドで開かれたロータリー国際協議会で

「地球上で最も有能なボランティアのチーム」を拡大

する計画の概要を示し、成長、奉仕、つながりを大切

にして「よいことのために手を取りあおう」と会員に呼

びかけました。 

「ロータリーの最大の財産は、その歴史でも、プロジェ

クトでも、比類のない世界的広がりでもありません。そ

れは会員です」。こう述べたデ・カマルゴ氏は、ロータ

リーのパートナー団体がロータリー会員の「並外れた

献身」を称賛したことに触れ、次のように続けました。

「外部団体からそう認められたことで、ロータリーが世

界に与えることのできる最大の贈り物は、その会員で

あるという私の理解が深まりました」 

サンパウロ（ブラジル）のサントアンドレ・ロータリー

クラブに所属するデ・カマルゴ氏は、新たな視点を模

索し、世界の地域社会でのロータリーの奉仕を強化

することの重要性を強調しました。その上で、成長の

ための「不可欠な 3つの柱」として、革新、継続性、パ

ートナーシップを挙げました。 

革新しながらも一貫した伝統を築く 

世界がいかに急速に変化しているかを指摘した

デ・カマルゴ氏は、革新を呼びかけました。 

「テクノロジー、社会の期待、経済状況は常に変化し

ており、ロータリーもそれに合わせて進化しなければ

なりません。……革新こそが、変化するこの世界に私

たちが適応する手段なのです」 

これを実現する重要な方法の一つは、さまざまなク

ラブモデルを採用し、推進することだと、デ・カマルゴ

氏は言います。衛星クラブ、分野特化別クラブ、法人

クラブ、パスポートクラブなど、さまざまな方法でロータ

リーを体験することができます。自身の妻が 50 人近

くの会員を擁する衛星クラブの設立に助力したことに

触れ、「将来のロータリー会員はどこにでも 

います。私たちは、そこに赴いて彼らを見つける必

要があります」と語りました。 

また、リーダーシップの継続性の重要性を強調しま

した。過去 18カ月間に多くの場所を視察してその必

要性を目の当たりにしたデ・カマルゴ氏は、ガバナー

が前任者の取り組みを土台とし、プログラムや戦略を

中断することなく継続させることが地区の発展につな

がると話しました。 

ナイジェリアでの井戸建設、大洪水の被災者を支

援するパキスタンでの取り組み、子どもたちの命を救

う医療を提供するインドでのロータリー補助金プログ

ラムを挙げたデ・カマルゴ氏は、次のように述べまし

た。 

「継続性とは、画一性ではなく、連携です。地区リー

ダー同士の連携し、自分の”ガバナー年度”を越えて

ロータリーを思い描けば、長期的な成功の土台が築

かれます」 

パートナーシップの力 

デ・カマルゴ氏は、ロータリー会員は単独でも大き

な成果をあげられるが、仲間と協力すれば世界を変

えることさえ可能だと述べました。その上で、ポリオ根

絶に向けたロータリーの歴史的な取り組みは、ゲイツ

財団、世界保健機関、UNICEF（国連児童基金）など

のパートナーと連携して行われてきたことを指摘。こ

れらのパートナー団体がなかったら、ロータリーが同

様のインパクトをもたらすことはできなかっただろう、と

述べました。さらに、入会への関心を高め、クラブを

活性化させるために、さまざまな形でのパートナーシ

ップを模索するよう提案しました。 

事業者団体、専門職団体、学術機関などと協力す

ることで、ロータリーは職業や考え方の多様性を取り

入れながら新会員を増やすことができる、とデ・カマ

ルゴ氏。「奉仕と参画というロータリーの価値観を共有

する職業人に働きかけることで、世界でよいことをす

るロータリーの力を拡大できます」 

ロータリーのすべての功績と成長は、究極的に会員

にかかっている、と述べたデ・カマルゴ氏は、会員の

入会促進と維持に力を入れることで、今後も長年にわ

たって地域社会に変化を生み出すロータリーの強さ

と力が高まると語りました。 

「分断されがちな世界において、ロータリーは団結と

希望の光となります。私たちのプロジェクトは、人種、

ジェンダー、性別、思想、経済的背景の異なる人びと

を結びつけ、世界でよいことをするという共通の目的

で私たちを一つにします。……よいことのために手を

取りあえるロータリーを築き、すべての人にとってより

明るい未来を実現させましょう」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

代表取締役会長 高橋 誠一 
〒901-2131浦添市牧港 1-64-19 

Tel 098（877）9651 

 
 


